
第４章 到達目標（例）に基づく年間指導計画

児童生徒の発達段階に応じて，確実に情報活用能力を身に付けさせるためには，情報教育の

全体計画を作成し，年間指導計画に位置付けるなど，系統的・体系的に情報教育を推進するこ

とが必要である。

そこで本章では，各学校で情報教育の指導計画を立てる際に参考となる情報教育の全体計画,

校種別・学年別年間指導計画，情報活用能力を育成する主な教科・単元等と到達目標（例）と

の関連について述べる。

１ 情報教育の全体計画

情報教育の全体計画の作成に当たっては，学校教育目標や学年・教科等の目標と情報教育

との関連を明確にし，児童生徒の実態や教師・保護者の願い等を考慮して目指す児童生徒像

を設定することが必要である。

ここでは，全体計画に盛り込むことが予想される項目，全体計画作成上の留意点，目指す

児童生徒像や各教科等の学習活動がよく示されている小学校の全体計画（例）を示した。

２ 校種別・学年別年間指導計画

情報教育を系統的・継続的に行うためには，どの学年のどの教科・単元等で指導が行われ

ているのかを教師が把握しておくことが必要である。

ここでは，情報教育の年間指導計画作成の手順と，各学校で年間指導計画を立てる際に参

考となる小・中学校の学年別指導計画一覧（例）を示した。

３ 情報活用能力を育成する主な教科・単元等と到達目標（例）との関連

指導計画に情報教育の視点に立った学習活動を位置付けるためには，どの学年のどの教科

や単元等で，どのような到達目標を設定して指導を行うのかまとめ，共通理解を図っておく

ことが必要である。

,ここでは，情報活用能力の三つの観点ごとに，その力の育成を目指す主な教科・単元等と

どのような指導を行えばよいか考える際の目安となる到達目標（例）を示した｡
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１ 情報教育の全体計画

情報教育の全体計画の作成に当たっては，学校教育目標や学年・教科などの目標と情報教育

との関連を明確にし，目指す児童生徒像を設定することが必要である。

ここでは，全体計画に盛り込むことが予想される項目，全体計画作成上の留意点，目指す児

童生徒像や各教科等の学習活動がよく示されている小学校の全体計画（例）を示す。

(1) 全体計画に盛り込むことが予想される項目

情報教育の全体計画の作成に当たっては，各学校で既に作成されている「道徳教育の全体

計画 「生徒指導の全体計画」などを参考にして，各学校の様式に合わせて作成するとよ」，

い。

全体計画の中の項目には，次のような項目が考えられる。

○ 関係法規 ○ 学校の実態

○ 学校教育目標 ○ 地域の実態

○ 児童生徒の実態

○ 社会の要請 ○ 保護者の願い

○ 教師の願い

○ 目指す児童生徒像

○ 努力点

○ 重点目標

◎ 各学年部の重点目標

○ 各教科等ごとの情報教育の目標または活動

(2) 全体計画作成上の留意点

全体計画の作成に当たっては，各学校の「教育課程編成の基本方針」を基に作成の計画を

立て，各学年部の重点目標は各学年部へ，各教科等ごとの情報教育の目標または活動は各教

科部へ依頼するなど，全職員で作成するようにすることが大切である。

また，できあがった情報教育の全体計画（案）は，職員会議等の場において全職員で検討

し，すべての学年のすべての教科等で情報教育を推進していくという共通理解を図ることも

大切である。
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 コンピュータや情報通信ネットワークを
適切に活用することを通じて，コンピュータ
や情報通信ネットワークに慣れ親しませる。

・情報のデジタル化 
・情報のネットワーク化 
・情報のデータベース化 
・生活・地域の情報化 
・デジタルデバイドの解 
 消 
・情報化の影の部分への
対応 

目指す子ども像 

①情報活用能力の基礎の育成 

 情報活用能力の資質の素地経験 

②学校の情報化 

 ・情報化に対応した指導体制 

 ・著作権，個人情報等の保護 

 ・学校の情報提供と家庭・地域と

の連携  

情報化社会の進展 情報教育の目的 情報化に対応した教育 

 心身共に健康で，豊かな心とたくましい心をもち，

自ら学ぶ力を備えた中山の子どもを育てる。 

学校の教育目標 

 

(3) 小学校の全体計画（例）

下の情報教育の全体計画は，鹿児島市立中山小学校のものである。この計画には，目指す

， ，子ども像や各教科等の学習活動がよく示されているので 各学校で全体計画を作成する際に

参考にしていただきたい。

○ 情報教育の全体計画

Ⅰ コンピュータやＶＴＲ等のメディアを用いて情報を選択・整理したり，新たな情報をつくったり，聞く
人のことを考えて発表したりすることができる子ども
Ⅱ 情報化社会やコンピュータの特徴を理解し，情報手段を適切に選択し活用することができる子ども
Ⅲ 社会生活の中で，情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し，情報モラルの必要
性や情報に対する責任ある行動ができる子ども
低 Ⅰ コンピュータに慣れ・親しみ，文字や数字を打ち込んだり，お絵かきをしたり遊びの道具として触れ
学 たりして，親しむことができる。
年 Ⅱ コンピュータのよさ(図形･色･音などから)を知ることができる。
Ⅲ 友達のつくった作品を大切に扱うことができる。
中 Ⅰ コンピュータの活用はグループ単位を基本とし，必要な情報を収集・選択・加工し，発表するときの
学 学習の道具として活用できる。
年 Ⅱ コンピュータやインターネット，テレビ会議システムのよさが分かり活用できる。
Ⅲ ネットワークを利用するときのきまりを知り，正しく活用することができる。
Ⅰ コンピュータを一人で活用したり，情報手段を選択して活用したりして，問題解決的な学習や表現活
高 動などに活用することができる。
学 Ⅱ コンピュータやインターネット，テレビ会議システムなどの特性を理解し，適切に選択し活用するこ
年 とができる。
Ⅲ 個人情報を守る必要性や著作権，情報の信頼性，コンピュータ犯罪について知り，正しく利用しよう
とすることができる。

・必要な情報を進んで収集し，適切に利用する学習活動
・情報の内容を取捨選択したり要約したりする学習活動
国 ・目的や内容に応じて速読したり必要な部分だけを読んだりする学習活動
語 ・様々な情報を活用しながら，自分の考えをまとめ，適切に表現し，理論的に説明する学習活動
・必要な参考資料を，図書館等を利用して収集，活用する学習活動
・課題学習や作文にワープロ等を活用する学習活動
・様々な資料を適切に収集・選択し，それらを目的に応じて活用する学習活動
社 ・得られた資料をコンピュータで分析，処理，グラフ化して，社会事象を判断する学習活動
会 ・インターネットにアクセスし必要な情報を選択し，新しい情報を創造する学習活動
・地図や統計などの資料から地理的事象を読み取る学習活動

（中略）
総 ・コンピュータ及びネットワークのリテラシーに関する学習活動
合 ・友達や周りの人々と協力して，情報を収集・選択，加工，発信，伝達する学習活動
・情報モラル等を学ぶ学習活動

（平成15年度調査研究発表会：鹿児島市立中山小学校 遠竹 伸一教諭の発表資料より）
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２ 校種別・学年別年間指導計画

情報教育を系統的・継続的に行うためには，どの学年のどの教科・単元等でどのような指導

が行われているのかを教師が把握し，年間指導計画を作成することが必要である。

ここでは，情報教育の年間指導計画作成の手順と，各学校で年間指導計画を立てる際に参考

となる小・中学校の学年別指導計画一覧（例）を示す。

(1) 情報教育の年間指導計画作成の手順

各教科等の学習の中には，教科等の目標に到達する過程で情報教育の目標も到達できる単

元や題材が多く含まれている。このような単元や題材を洗い出し，各教科等の学習の中で情

報教育が行えるよう，年間指導計画を作成し，各教科等の指導計画に位置付けることが必要

である。

情報教育の年間指導計画の作成は，次のような手順で行うとよい。

○ 情報活用能力到達目標（例）を基に，情報教育について共通理解を図る。

○ 各学年の各教科の学習の中で，情報教育の内容が含まれる単元や題材を洗い出す。

○ 学年別指導計画一覧を作成する。

○ 系統性を考え，指導する内容を検討する。

○ 検討した結果を基に，情報教育の年間指導計画を作成する。

○ 情報教育の年間指導計画を基に，各教科等の年間指導計画に情報教育の指導計画を

下の表のように【情報教育との関連】を明示するなどして位置付ける。

※ 各教科等の年間指導計画への位置付け方（小学校国語科第５学年の例）

単元名 時数 主な学習活動 指導上の留意点

【情報教育との関連】インタビュー名人 ６ ・ インタビュー大会の趣旨
・ 基本的なインタビューの仕方になろう や目的を確認し，インタビ
を身に付け，必要な情報を収集ュー大会をする。
することができる。
・ 録音機器を活用させる。
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(2) 小学校における学年別指導計画一覧（例）

情報活用の実践力 情報の科学的な理解 情報社会に参画する態度

１ ２ ３４ ５ ６ ７ 9 10 11 12

１

２

３

４

５

６

(3) 中学校における学年別指導計画一覧（例）

情報活用の実践力 情報の科学的な理解 情報社会に参画する態度

１ ２ ３４ ５ ６ ７ 9 10 11 12

１

２

３

（図）いろいろ
ぺったん （生）多くの単元の中のカード等にまとめる活動

（生）町をたん
けんしよう （生）多くの単元の中のカード等にまとめる活動

（生）大きくなったよ
はっぴょうかいをしよう

（社）多くの単元の中のまとめ，発表する活動

（社）わたしのまち
みんなのまち

（算）表と
グラフ

（国）調べたことを
発表しよう

（国 「つたえる」と）
いうことを考えよう

（社）多くの単元の中のまとめ，発表する活動

（社）多くの単元の中のまとめ，発表する活動

（社）多くの単元の中のまとめ，発表する活動

（社）住みよいくらしをささえる
（国）ローマ字

（国）ローマ字
（社）きょうどに伝わるねがい

（図）ここで
パチッ

（理）台風と
天気の変化

（国）インタビュー
名人になろう

（社）情報と社会
（社）わたしたち
の国土と環境

（国）ガイドブッ
クをつくろう

（国）伝えたい何か
を見つけよう

（理）野外観察
にでかけよう

（理）植物の
世界

（社）都道府
県の調査

（理）大地の
変化

（美）不思議な
視覚の世界

（社）ヨーロッパ
人との出会い

Let's Learn（英）
with Computers

（美）映像表現
の広がり

（理）天気と
その変化

（社）現代社
会と私たち
の生活

（理）生物の
細胞と増え
方

Don't(英)
ThrowIt
Away!

（社）現代の
民主政治と
社会

（社）国民生
活と経済

（理）地球と宇宙

20thCenturyGreats（ ）英

（理）自然と人間
OR

（理）科学技術と人間
（理）科学技術と人間
（理）科学技術と人間

（技・家 「情報とコンピュータ」）

（技・家）「情報」

（数）一次関数

（ ）「 」技・家 情報とコンピュータ

（算）折れ線
グラフ

（算）割合
とグラフ

（数）２乗に比
例する関数

月

月

学年

学年
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３ 情報活用能力を育成する主な教科・単元等と到達目標（例）との関連

前項では，小・中学校における学年別指導計画一覧（例）を示したが，各教科の年間指導計

画には，その単元等でどのような指導を行うのかを記載しておくことが必要である。

ここでは，情報活用能力の三つの観点ごとに，その力の育成を目指す主な教科・単元等と，

どのような指導を行えばよいか考える際の目安となる到達目標（例）を示す。

(1) 「情報活用の実践力」を育成する主な教科・単元等と到達目標（例）

※50･51ページ参照学年 主な教科・単元等 到達目標

生活科「町をたんけんしよ ○ インタビューカードを用いて簡単なインタ

う」 ビューをすることができる。 (A-1)

生活科「あきをたのしく」 ○ デジタルカメラを用いて，目的に合った写１

真を撮影することができる。 (A-4)・

図画工作科「いろいろぺっ ○ マウスを用いて，簡単な絵をかくことがで２

たん」 きる。 (A-5)年

生活科「調べたことをカー ○ 調べたことを絵や簡単な文章で表すことが

ドにまとめる活動」 できる。 (A-8)

社会科「水はどこから」 ○ インタビューの手引を用いて，基本的なイン

タビューをすることができる。 (A-1)

社会科「きょうどに伝わる ○ 教科書や副読本など具体的資料を活用して小

がい」 身近な情報を集めることができる。 (A-2)ね

社会科「わたしたちの県」 ○ 教師が準備したリンク集等を用いて，簡単３

な情報を調べることができる。 (A-3)学 ・

社会科「わたしたちのまち ○ デジタルカメラの画像をコンピュータに取４

みんなのまち」 り込み，印刷することができる。 (A-4)年

理科「草花の育ち方」校

国語科「ローマ字」 ○ キーボードから，かな入力やローマ字入力

で簡単な単語を入力することができる。 (A-5)

社会科「広幅用紙やＴＰに ○ 簡単な発表資料を広幅用紙やＴＰなどで作

まとめ，発表する活動」 成し，発表することができる。 (A-8)

国語科「インタビュー名人 ○ 基本的なインタビューの仕方を身に付け，

になろう」 必要な情報を収集することができる。 (A-1)

社会科「わたしたちの国土 ○ 教科書や資料集，統計など各種の基礎的な５

と環境 「世界遺産地図を 資料を活用して情報を集めることができる。・ 」，

作ろう」 (A-2)６

理科「台風と天気の変化」 ○ 児童用の検索エンジンを用いて，指定され年

たキーワードで検索することができる (A-3)。
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総合的な学習の時間「Ｗeb ○ デジタルカメラの画像をコンピュータに取

ページで情報を発信しよう り込み，他のソフトで活用することができる。」

(A-4)

５ ○ ホームページ作成ソフトを活用して，簡単

・ なＷebページ（文字・絵・リンク等）を作成

６ することができる。 (A-7)

年 国語科「ガイドブックをつ ○ キーボードから，かな入力やローマ字入力小

くろう」 で簡単な文章を入力することができる。 (A-5)

総合的な学習の時間 プレゼ ○ コンピュータを活用して簡単な発表資料を学 「

ンテーションソフトを使っ 作成し，発表することができる。 (A-8)

」校 て発表しよう

社会科「わたしたちの生活 ○ 手引を用いて，電子メールの送受信をする

と情報」 ことができる。 (A-9)

英語科 D ○ 効果的なインタビューをし，必要な情報を「 」on't Throw It Away!

総合的な学習の時間「郷土 収集することができる。 (A-1)

を知ろう」

社会科「都道府県の調査」 ○ 教科書や資料集，図書室の本(図鑑や事典を

理科「科学技術と人間」 含む。),新聞等，多くの情報手段を活用して

情報を集めることができる。 (A-2)

技術・家庭科「情報を活用 ○ 複数の検索エンジンを用いて，キーワード

して生活に生かそう」 を自分で考えて，検索をすることができる。

中 (A-3)

学 ○ 画像（静止画）をコンピュータに取り込み，

校 加工・編集することができる。 (A-4)

総合的な学習の時間「まと ○ キーボードから，かな入力やローマ字入力

め，発表する活動」 で作文やレポートを書くことができる。 (A-5)

○ コンピュータを活用して，集めた情報を適

切な表やグラフにまとめることができる｡ (A-6)

○ ホームページ作成ソフトを活用して，デザ

イン等を考えながら基本的なＷebページを作

成することができる。 (A-7)美術科「映像表現の広がり」

○ コンピュータを活用して，相手に分かりや

すい表現で発表することができる。 (A-8)

○ 電子メールの送受信をすることができる。

(A-9)
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「情報の科学的な理解」を深める主な教科・単元等と到達目標（例）(2)

※50･51ページ参照学年 主な教科・単元等 到達目標

３ ○ 情報の表現方法としての表や棒グラフ，折算数科 表とグラフ 折「 」，「
・
４ れ線グラフの特徴が分かる。 (B-10)れ線グラフ」
年

総合的な学習の時間「プレ ○ 目的に応じて，様々なソフトがあることが

ゼンテーションソフトを使 分かる。 (B-1)

って発表しよう 「Ｗebペ ○ 問題解決の見通しを説明することができる。小 」，

ージで情報を発信しよう」 (B-4)

５ ○ 課題を解決する際に，課題に応じてコンピュ学

・ ータの活用が有効であることを実感できる。

６ (B-5)校

年 社会科「わたしたちの生活 ○ インターネットでできることを簡単に説明

と情報」 することができる。 (B-3)

○ 情報伝達手段としての電子メールの特徴が

分かる。 (B-9)

算数科「割合とグラフ」 ○ 情報の表現方法としての円グラフや帯グラ

フの特徴が分かる。 (B-10)

技術・家庭科「情報を活用 ○ ソフトの基本的な機能を理解し，課題に応

して生活に生かそう」 じて適切なソフトを選択することができる。

(B-1)

○ 周辺装置の種類と機能を説明できる。 (B-2)

○ インターネットの特徴や仕組みを説明する

ことができる。 (B-3)

○ コンピュータを用いることの長所・短所を

中 具体的に述べることができる。 (B-5)

○ マルチメディアの特徴と活用方法が分かる。学

( -6)校 B

○ コンピュータの主要構成要素(入力,記憶,制

御,演算 )について，それぞれの役割を簡,出力

単に説明することができる。 (B-7)

○ ハードウェアとソフトウェアの違いを説明

することができる。 (B-8)

○ 情報伝達手段の特徴が分かる。 (B-9)

総合的な学習の時間「問題 ○ 問題解決の手順の要点を説明することがで

解決的な学習を取り入れた きる。 (B-4)

単元」

数学科「一次関数 「２乗 ○ 情報の表現方法としての一次関数，二次関」，

に比例する関数」 数のグラフの特徴が分かる。 (B-10)
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(3) 「情報社会に参画する態度」を育成する主な教科・単元等と到達目標（例）

※50･51ページ参照学年 主な教科・単元等 到達目標

学級活動，朝の会，帰りの ○ 知らない人から友達の名前や電話番号を聞１
・
会 かれても教えないようにする。 (C-2)２
年

学級活動，朝の会，帰りの ○ 名前や電話番号を悪用した犯罪があること３

会 を理解し，それらの個人情報が流出しないよ・

うに気を付けようとする。 (C-2)４

年

総合的な学習の時間「Ｗebペ ○ 相手の気持ちを考えて，情報を発信しよう小

ージで情報を発信しよう」 とする。 (C-1)

○ 情報モラルに反した行為や内容を判断する学

ことができる。 (C-5)

○ 著作権・肖像権の存在を知り，著作者等の校 ５

権利を尊重しようとする。 (C-6)・

学級活動，朝の会，帰りの ○ 簡単な個人情報の例を挙げ，保護しようと６

会 する。 (C-2)年

○ コンピュータや携帯電話を介した犯罪があ

ることを理解することができる。 (C-4)

社会科「わたしたちの生活 ○ 受けとった情報が正しい情報かどうかを意

と情報」 識しながら，情報を収集しようとする。 (C-3)

総合的な学習の時間「Ｗebペ ○ 自分の発信した情報を見直し，より分かり

ージで情報を発信しよう」 やすい情報を発信しようとする。 (C-1)

○ 情報の真偽を確かめながら情報を収集した

り，発信したりしようとする。 (C-3)

中 技術・家庭科「情報を活用 ○ 個人情報に配慮して，情報を発信しようと

学 して生活に生かそう」 する。 (C-2)

校 ○ 情報モラルに反する情報に対し，簡単な対

応の仕方が分かる。 (C-5)

○ 著作権・肖像権の意味を知り，その権利に

気を付けながら情報を加工しようとする｡

(C-6)

学級活動，朝の会，帰りの ○ コンピュータや携帯電話を介した犯罪があ

会 ることを理解し，適切に対応しようとする｡

(C-4)


